
②建設機械の稼働

ア）予 測 の 対 象 と した 種

建 設 機械 の稼働 に伴 い発生 す る騒 音 につい て は、営巣・ 繁 殖 を確認 した晴乳類及び

鳥類 につ いて は同一地点 で数 週 間 を過 ごす こ とか ら、 生息状 況 に変化 が ある もの と考

えられ る。 調査範 囲内 にお い て繁殖 を確認 した晴乳類 及 び鳥 類 はヤエヤマ コキ クガ シ

ラコ ウ モ リ 、カ グ ラ コ ウ モ リ 、 リ ュ ウ キ ュ ク エ ビナ ガ コ ウ モ リ、ズ グ ロ ミ ゾ ゴ イ 、 リ ュ

ウ キ ュ ク ツ ミ、 カ ン ム リ ワ シ 、 キ ン バ ト、 シ ロ チ ド リ 、 コ ア ジ サ シ 、 エ リ グ ロ ア ジ サ

シの 10種 で あ る。 な お 、 小 型 コ ウモ リ類 3 種 及 び カ ン ム リワ シ につ い て は 「6．12 生

態系 」 で 扱 うた め 、 こ こ で は ズ グ ロ ミ ゾ ゴ イ 、 リ ュ ウ キ ュ ウ ツ ミ 、 キ ン バ ト、 シ ロ チ

ド リ、 コ ア ジ サ シ、 エ リグ ロ ア ジ サ シ の 6 種 に つ い て 検 討 を行 っ た。
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イ）予測の結果

ズ グ ロ ミ ゾ ゴイ は水 岳 、 カ タ フ タ 山 、 タ キ 山 な ど の 改 変 区 域 外 及 び ゴル フ場 内二 次

林 な どの 改 変 区域 内 に お い て 営 巣 を確 認 した 。 リ ュ ウ キ ュ ウ ツ ミ、 キ ン バ トにつ い て

は水 岳 、 カ タ フ タ 山 、 タ キ 山 な ど の改 変 区 域 外 のみ 、 シ ロ チ ドリ、 コ ア ジ サ シ、 エ リ

グ ロア ジサ シについて は海 岸 や 岩礁 な どの改変 区域外 の みで営巣 を確認 した。

それぞれの種 の営巣箇所に最 も近い建設機械 の稼働位置や工事投階毎の稼働台数な

どを考慮 し建設機 械 の稼働 に伴 い発生す る騒音 の予測 結 果 を表 －6．9．2（6）に示す。 こ

こで、人 工的な騒音 が野 生生 物 に与 える影響 と して 、行 動 の変化（短期 的な行動変化 、

行動 圏 の変 更 、誤認 に よる間 違 った行 動）、利用 す る音 のマ スキ ン グ、聴 覚 阻害、生

理的 変化 な どが あげ られ るが、 特 に問題 とな るのは これ らの変 化 が個 体維持 や種族維

持に影 響 を及 ぼす場合 であ る。 これ らの影 響 の程度 につ い ては種 に よる差及 び個体差

は あ るものの、ア ジサ シの例 な どを参考 にす る と、それ ぞれ の個体 に届 く音圧 が、（情

報が な い場合 安 全側 に考 えて ）60 dB を超 えた場 合 に は注 意 した方 が無難 で ある ことが

示唆 さ れ て い る 注1 こ と か ら 、 6 0 d B を 注 意 を す る 目 安 と し て と ら え る こ と と し 、

図－ 6．9．2（31）に陸域 、図 － 6．9．2（32）に海域 の営巣地 点 を示 し、 60 dB を超 過す る地点

につい て示す。

改変 区域外 の営巣箇 所 は、 どの種 につい て も建設 機械 の最大稼働 時 であ る 3 年 7 月

次にお い て最 大 となった。 ま た 、改変 区域 内の ズグ ロ ミゾ ゴイ の営巣箇所 は、 2 年 次

の改 変 区域 内の営巣箇 所（I払15）につ いて は直 近 での稼働 時 が最大 とな り、 3 年次 の改

変区域 内 の営巣 箇所（m 9～ 14）で も直近 での稼 働時 が最大 とな った。

リ ュ ウ キ ュ ウ ツ ミに つ い て は 、 8 箇 所 中 7 箇 所 に つ い て 6 0．4～ 6 4 ．3dB とな っ て い る

が、 タキ 山東や キツヌ ングス ク の残 丘 の樹 林地 が遮 る形 とな るため、一定 の減衰効果

が見 込 ま れ 、ま た 、周 辺 に水 岳 、カ タ フ タ 山 な どの ま と ま っ た樹 林 地 が残 存 してお り、

利用 可能 な環境 は残 され る こ とか ら、重要 な種 の生 息状 況 の変化 ほ極 めて小 さい もの

と考 え られ る．。

キ ンバ ト、 シ ロチ ドリ、 コ ア ジ サ シ につ い て は 全 て の 営 巣 箇 所 で 6 0 dB以 下 と な り、

重要 な種 の生息状況 の変化 は な い もの と考 え られ る。

6 －9－80


